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フ
グ
の
王
様

フ
グ
の
王
様

　

食
用
と
さ
れ
る
約

　

食
用
と
さ
れ
る
約
2020
種
の
フ
グ
の
う
ち
、

種
の
フ
グ
の
う
ち
、

最
も
高
級
で
味
も
絶
品
と
さ
れ
る
の
が
「
フ

最
も
高
級
で
味
も
絶
品
と
さ
れ
る
の
が
「
フ

グ
の
王
様
」
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
フ
グ
で
、「
若

グ
の
王
様
」
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
フ
グ
で
、「
若

狭
ふ
ぐ
」
は
そ
の
一
つ
で
す
。

狭
ふ
ぐ
」
は
そ
の
一
つ
で
す
。

　

若
狭
湾
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
寒
冷
な

　

若
狭
湾
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
寒
冷
な

海
水
で
約
１
年
６
か
月
〜
２
年
か
け
て
養

海
水
で
約
１
年
６
か
月
〜
２
年
か
け
て
養

殖
さ
れ
る
若
狭
ふ
ぐ
は
、
県
内
外
か
ら
高

殖
さ
れ
る
若
狭
ふ
ぐ
は
、
県
内
外
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

脂
肪
分
が
少
な
く
低
カ
ロ
リ
ー
で
高
タ

　

脂
肪
分
が
少
な
く
低
カ
ロ
リ
ー
で
高
タ

ン
パ
ク
質
の
上
質
な
白
身
は
、
ぷ
り
ぷ
り

ン
パ
ク
質
の
上
質
な
白
身
は
、
ぷ
り
ぷ
り

と
し
た
身
の
締
ま
り
と
淡
泊
な
甘
み
が
特

と
し
た
身
の
締
ま
り
と
淡
泊
な
甘
み
が
特

徴
で
、
て
っ
さ
（
刺
し
身
）
や
て
っ
ち
り

徴
で
、
て
っ
さ
（
刺
し
身
）
や
て
っ
ち
り

（
鍋
）、
唐
揚
げ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
味

（
鍋
）、
唐
揚
げ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
味

わ
う
こ
と
が
で
き
、
若
狭
の
冬
の
味
覚
と

わ
う
こ
と
が
で
き
、
若
狭
の
冬
の
味
覚
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

若
狭
ふ
ぐ

若
狭
ふ
ぐ

特集

若
狭
ふ
ぐ
を
楽
し
む

若
狭
ふ
ぐ
を
楽
し
む

　

市
内
で
は
民
宿
や
旅
館
な
ど
で
味
わ
う

　

市
内
で
は
民
宿
や
旅
館
な
ど
で
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
市
外
で
も
イ
ン
タ
ー

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
市
外
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
通
信
販
売
や
、
小
浜
市
へ

ネ
ッ
ト
上
で
の
通
信
販
売
や
、
小
浜
市
へ

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
の
提

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
の
提

供
を
行
っ
て
お
り
、
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

供
を
行
っ
て
お
り
、
手
軽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

が
で
し
ょ
う
か
。

若
狭
の
冬
の
味
覚

若
狭
の
冬
の
味
覚

お
い
し
さ
の
秘
密

お
い
し
さ
の
秘
密

　

国
内
最
北
端
の
フ
グ
の
養
殖
地
で
あ
る

　

国
内
最
北
端
の
フ
グ
の
養
殖
地
で
あ
る

若
狭
湾
は
、
入
り
組
ん
だ
海
岸
線
を
特
徴

若
狭
湾
は
、
入
り
組
ん
だ
海
岸
線
を
特
徴

と
す
る
リ
ア
ス
海
岸
で
、
波
が
穏
や
か
な

と
す
る
リ
ア
ス
海
岸
で
、
波
が
穏
や
か
な

入
り
江
と
な
っ
て
お
り
、
フ
グ
の
養
殖
に

入
り
江
と
な
っ
て
お
り
、
フ
グ
の
養
殖
に

適
し
た
環
境
で
す
。

適
し
た
環
境
で
す
。

　

雪
解
け
水
が
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り

　

雪
解
け
水
が
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り

と
流
れ
込
む
こ
と
で
、
他
地
域
に
比
べ
、

と
流
れ
込
む
こ
と
で
、
他
地
域
に
比
べ
、

低
水
温
の
期
間
が
長
く
、
そ
こ
で
育
っ
た

低
水
温
の
期
間
が
長
く
、
そ
こ
で
育
っ
た

フ
グ
は
、
身
が
よ
く
引
き
締
ま
り
、
旨
味

フ
グ
は
、
身
が
よ
く
引
き
締
ま
り
、
旨
味

を
十
分
に
蓄
え
ま
す
。

を
十
分
に
蓄
え
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
的
に
は
、
天
然
の
フ
グ
は

　

ま
た
、
一
般
的
に
は
、
天
然
の
フ
グ
は

冬
が
旬
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
養
殖
の
若
狭

冬
が
旬
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
養
殖
の
若
狭

ふ
ぐ
は
、
旬
の
冬
以
外
で
も
年
間
を
通
し

ふ
ぐ
は
、
旬
の
冬
以
外
で
も
年
間
を
通
し

て
安
定
し
た
お
い
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が

て
安
定
し
た
お
い
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。

福井県内でのトラフグ養殖の始まりは、昭和
29年、高浜町の漁業者が、定置網に入ったトラ
フグを、海に設置した囲い網の中で育てたのが
始まりとされます。
　当初は、漁獲した稚魚を出荷できる大きさま
で餌を与えて飼育する「蓄

ちくよう

養」が行われました
が、人工的に稚魚を作る技術が開発され、県内
でも昭和 58 年に高浜町の内

うちうらわん

浦湾で、稚魚を大
きくなるまで育てる養殖試験が開始。その後、
トラフグ養殖は若狭湾全体に広がりました。
　昭和 60 年ごろに、出荷先の黒

くろもん

門市
い ち ば

場（大阪
府大阪市）で「若狭ふぐ」と呼ばれるようになり、
これをきっかけに、若狭湾で養殖されるトラフ
グを、地元でも「若狭ふぐ」と呼ぶようになり
ました。

若狭ふぐの歴史若狭ふぐの歴史

出典：（一社）若狭高浜観光協会「若狭高浜でふぐとかに

　　  を食べる。」
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綿綿
わた やわ た や

谷谷　朋朋
ともひろともひろ

紘紘　さんさん

必
要
が
あ
る
。
成
長
の
土
台
と
な
る
卵
の
段

必
要
が
あ
る
。
成
長
の
土
台
と
な
る
卵
の
段

階
か
ら
、
顕
微
鏡
を
用
い
た
分
析
を
行
い
、

階
か
ら
、
顕
微
鏡
を
用
い
た
分
析
を
行
い
、

形
や
大
き
さ
な
ど
状
態
の
良
い
も
の
を
選

形
や
大
き
さ
な
ど
状
態
の
良
い
も
の
を
選

び
、
育
て
て
い
る
」
と
、
話
し
、「
別
々
の

び
、
育
て
て
い
る
」
と
、
話
し
、「
別
々
の

親
魚
か
ら
採
卵
し
た
卵
を
数
基
の
水
槽
に

親
魚
か
ら
採
卵
し
た
卵
を
数
基
の
水
槽
に

分
け
、
ふ
化
・
育
成
を
行
う
。
最
終
的
に

分
け
、
ふ
化
・
育
成
を
行
う
。
最
終
的
に

養
殖
業
者
へ
出
荷
す
る
ま
で
の
間
に
、
水

養
殖
業
者
へ
出
荷
す
る
ま
で
の
間
に
、
水

槽
内
の
個
体
数
を
調
整
す
る
『

槽
内
の
個
体
数
を
調
整
す
る
『
分分ぶ

ん
そ
う

ぶ
ん
そ
う槽槽

』
の
』
の

ほ
か
、
形
や
大
き
さ
が
基
準
を
満
た
し
て

ほ
か
、
形
や
大
き
さ
が
基
準
を
満
た
し
て

い
る
か
の
確
認
な
ど
、
数
回
に
渡
る
個
体

い
る
か
の
確
認
な
ど
、
数
回
に
渡
る
個
体

の
選
別
を
行
い
、
よ
り
良
い
稚
魚
を
出
荷

の
選
別
を
行
い
、
よ
り
良
い
稚
魚
を
出
荷

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
」
と
、
力
強

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
」
と
、
力
強

く
語
り
ま
し
た
。

く
語
り
ま
し
た
。

▶屋内の水槽で稚魚を飼育管理
ふ化直後から１か月程度はワムシなど生物飼料を、その
後、出荷されるまでの間は、さまざまな原料を配合し栄養
バランスを調整した配合飼料を与えるなど、フグの成長段
階に応じた餌やりが行われます。
　そのほか、 水槽の底にたまるごみの掃除や、フグ同士の
かみ合いを防ぐため、下歯を切除する「歯切り」作業など、
養殖業者へ出荷されるまでの間、フグの健康を保つために
徹底した飼育管理が行われます。

阿納ふぐ組合阿納ふぐ組合

濱濱
はまもとはまもと

本本　彦彦
ひこゆきひこゆき

幸幸　さんさん

種
苗
生
産
か
ら

種
苗
生
産
か
ら

養
殖
、
水
揚
げ
へ

養
殖
、
水
揚
げ
へ

日
々
、自
分
の
目
で
観
察

日
々
、自
分
の
目
で
観
察

　

若
狭
ふ
ぐ
の
養
殖
を
営
む
阿
納
区
の
漁

　

若
狭
ふ
ぐ
の
養
殖
を
営
む
阿
納
区
の
漁

業
者
が
、
共
同
で
通
信
販
売
を
行
う
阿
納

業
者
が
、
共
同
で
通
信
販
売
を
行
う
阿
納

ふ
ぐ
組
合
。

ふ
ぐ
組
合
。

　

同
区
で
は
、
昭
和

　

同
区
で
は
、
昭
和
6363
年
の
試
験
養
殖
を

年
の
試
験
養
殖
を

経
て
、
平
成
元
年
に
市
内
初
の
ト
ラ
フ
グ

経
て
、
平
成
元
年
に
市
内
初
の
ト
ラ
フ
グ

の
養
殖
に
着
手
。
以
来
、
県
内
有
数
の
若

の
養
殖
に
着
手
。
以
来
、
県
内
有
数
の
若

狭
ふ
ぐ
の
一
大
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

狭
ふ
ぐ
の
一
大
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
の
濱
本
さ
ん
は
、

　

同
組
合
の
濱
本
さ
ん
は
、
3030
年
以
上
に
わ

年
以
上
に
わ

た
り
、
若
狭
ふ
ぐ
の
養
殖
に
取
り
組
ん
で

た
り
、
若
狭
ふ
ぐ
の
養
殖
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
単
価
が
高
く
、
養
殖
技
術
が
確

い
ま
す
。「
単
価
が
高
く
、
養
殖
技
術
が
確

立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
ト
ラ
フ
グ
に
着
目
し
、

立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
ト
ラ
フ
グ
に
着
目
し
、

こ
の
地
域
の
名
物
に
で
き
な
い
か
と
養
殖

こ
の
地
域
の
名
物
に
で
き
な
い
か
と
養
殖

に
挑
戦
し
た
。
近
畿
大
学
水
産
研
究
所
（
和

に
挑
戦
し
た
。
近
畿
大
学
水
産
研
究
所
（
和

歌
山
県
白
浜
町
）
協
力
の
も
と
、
そ
れ
ま

歌
山
県
白
浜
町
）
協
力
の
も
と
、
そ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
養
殖
漁
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

で
培
っ
て
き
た
養
殖
漁
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
」
と
、

生
か
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
」
と
、

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。「
フ
グ
は
、
他
の

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。「
フ
グ
は
、
他
の

魚
種
に
比
べ
、
非
常
に
繊
細
。
水
温
や
健
康

魚
種
に
比
べ
、
非
常
に
繊
細
。
水
温
や
健
康

状
態
に
合
わ
せ
、
餌
の
量
を
調
整
す
る
必
要

状
態
に
合
わ
せ
、
餌
の
量
を
調
整
す
る
必
要

が
あ
る
な
ど
、
毎
日
自
分
の
目
で
直
接
見
て

が
あ
る
な
ど
、
毎
日
自
分
の
目
で
直
接
見
て

観
察
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
、
熱
心
に
語
る

観
察
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
、
熱
心
に
語
る

濱
本
さ
ん
。「
夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
い
と
い

濱
本
さ
ん
。「
夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
い
と
い

う
日
本
海
側
の
気
候
に
よ
る
寒
暖
差
が
若

う
日
本
海
側
の
気
候
に
よ
る
寒
暖
差
が
若

狭
ふ
ぐ
独
特
の
身
の
締
ま
り
を
生
み
出
す
。

狭
ふ
ぐ
独
特
の
身
の
締
ま
り
を
生
み
出
す
。

年
間
を
通
し
て
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

年
間
を
通
し
て
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

成
長
が
著
し
い

成
長
が
著
し
い
1010
月
〜
３
月
に
か
け
て
の

月
〜
３
月
に
か
け
て
の

旬
が
特
に
絶
品
で
、
お
す
す
め
の
食
べ
方
は

旬
が
特
に
絶
品
で
、
お
す
す
め
の
食
べ
方
は

鍋
と
し
め
の
雑
炊
」
と
、笑
顔
で
話
し
ま
す
。

鍋
と
し
め
の
雑
炊
」
と
、笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

濱
本
さ
ん
は
、「
近
年
の
不
安
定
な
天
候

　

濱
本
さ
ん
は
、「
近
年
の
不
安
定
な
天
候

や
気
温
・
水
温
の
急
激
な
変
化
、
病
気
な
ど

や
気
温
・
水
温
の
急
激
な
変
化
、
病
気
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
で
、
フ
グ
の
生
存
率
が
低

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
で
、
フ
グ
の
生
存
率
が
低

く
な
り
、
水
揚
げ
量
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ

く
な
り
、
水
揚
げ
量
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。
若
狭
ふ
ぐ
の
味
を
求
め
て
小
浜
を
訪
れ

る
。
若
狭
ふ
ぐ
の
味
を
求
め
て
小
浜
を
訪
れ

る
多
く
の
人
の
需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

る
多
く
の
人
の
需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

安
定
的
な
供
給
を
目
指
し
、
若
狭
ふ
ぐ
と

安
定
的
な
供
給
を
目
指
し
、
若
狭
ふ
ぐ
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
後
世
に
残
し
て
い
き
た

い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
後
世
に
残
し
て
い
き
た

い
」
と
、意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

い
」
と
、意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

個
体
の
見
極
め
が
肝
心

個
体
の
見
極
め
が
肝
心

　

卵
や
ふ
化
し
た
直
後
の
、
自
然
の
海
で
最

　

卵
や
ふ
化
し
た
直
後
の
、
自
然
の
海
で
最

も
減
耗
が
大
き
い
時
期
を
、
屋
内
の
水
槽

も
減
耗
が
大
き
い
時
期
を
、
屋
内
の
水
槽

内
で
飼
育
管
理
す
る
こ
と
で
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◀若狭湾内での海
かいめん

面養
ようしょく

殖
　沿岸の穏やかな海にいかだを浮かべ、網で囲ったいけす
内で行う海面養殖。自然環境の影響を受けやすく、フグの
安定した品質を保つためには、細やかな衛生管理とそれに
伴う技術や労力が必要です。
　栽培漁業センターで生産された稚魚を、出荷できる大き
さになるまでの約１年６か月の間、毎日の餌やりのほか、
養殖網の交換や、フグ同士のかみ合いによる傷と網の損傷
を防止するために行う上歯の抜歯、寄生虫を駆除するため
に行う淡水浴など手間暇をかけ、育てます。
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小浜市９月補正予算 主な事業を紹介します
■問い合わせ　【全体に関すること】財政課☎ 64・6010　【内容に関すること】各担当

保育園運営管理経費
　口名田保育園の 3歳未満児の受け入れ環境
の緩和と、中名田保育園の閉園を見据えた 3
歳未満児の受け入れ先の確保を目的とする、
保育室の改修や増築工事の設計業務を実施
【予算】649 万円
【担当】子育て応援課☎ 64・6128

観光おもてなし推進事業
　10月～12月に運行する観光列車「はなあかり」
の小浜駅停車時に、おもてなしと観光ＰＲを行う
【予算】19万 8,000 円
【担当】文化観光課☎ 64・6020

観光拠点周辺環境整備事業
　妙楽寺（野代）、多田寺（多田）周辺の各市道の舗装工事
【予算】700 万円【予算】700 万円
【担当】都市デザイン課☎ 64・6027【担当】都市デザイン課☎ 64・6027

市営体育施設管理事業市営体育施設管理事業
市民体育館（後瀬町）アリーナと 2階トレー

ニングルームへの空調設備の設置や、市総合運動
場（口田縄）陸上競技場観覧席の一部の防水工事
【予算】1億 4,927 万円
【担当】生涯学習スポーツ課☎ 64・6033

防災体制整備事業防災体制整備事業
　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の受　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の受
信機を更新信機を更新
【予算】342 万 6,000 円【予算】342 万 6,000 円
【担当】防災防犯課☎ 64・6006【担当】防災防犯課☎ 64・6006

新

道路・河川関連事業
　市道の維持補修や道路改良、交通安全施設
の整備、河川の維持工事など
【予算】1億 1,057 万 2,000 円
【担当】都市デザイン課☎ 64・6027

高齢者福祉事業所食材費
高騰対策緊急支援事業
介護サービスの安定した事業運営を図るため、

高齢者福祉施設の食材費高騰分の一部を支援
【予算】448 万 4,000 円
【担当】健康応援課☎ 64・6014

新

障がい者福祉事業所食材費
高騰対策緊急支援事業
障害福祉サービスの安定した事業運営を図るため、

障がい者福祉施設の食材費高騰分の一部を支援
【予算】148 万 2,000 円
【担当】地域福祉課☎ 64・6012

新

新小浜市公式ＬＩＮＥ推進事業小浜市公式ＬＩＮＥ推進事業
　暮らしに必要な情報の伝達強化と利便性の　暮らしに必要な情報の伝達強化と利便性の
向上を図るため、市公式ＬＩＮＥの開設記念向上を図るため、市公式ＬＩＮＥの開設記念
キャンペーンを実施キャンペーンを実施
【予算】332 万 7,000 円【予算】332 万 7,000 円
【担当】市長公室☎ 64・6149【担当】市長公室☎ 64・6149

新市街地循環バス実証事業市街地循環バス実証事業
　市街地を運行する路線を増便するとともに、バ　市街地を運行する路線を増便するとともに、バ
ス停を新設し、利用者の利便性向上に向けた実証ス停を新設し、利用者の利便性向上に向けた実証
を行う（平日 9時 30 分～ 15 時に約 30 分間隔を行う（平日 9時 30 分～ 15 時に約 30 分間隔
で市街地エリアを循環運行）で市街地エリアを循環運行）
【予算】1,185 万 3,000 円【予算】1,185 万 3,000 円
【担当】新幹線・交通政策課☎ 64・6067【担当】新幹線・交通政策課☎ 64・6067

地理院地図（国土地理院）を加工して作成地理院地図（国土地理院）を加工して作成

地理院地図（国土地理院）を加工して作成

① 小浜駅

② はまかぜ通り商店街（清水食料品店前）

③ まちの駅

④ 八幡神社前

⑤ 浅間三宅前

⑥ 青井会館前

⑦ 人魚の浜海水浴場前（小浜公園側）

⑧ ふれあいセンター前

⑨ 海岸通り

⑩ フィッシャーマンズ前

⑪ 食文化館

⑫ 雲城公園（雲城水）前

⑬ ドラッグユタカ小浜千種店前

⑭ 広峰神社前

⑮ ショッピングセンター前

⑯ 健康管理センター前

⑰ 小浜二中

⑱ 小浜市役所横

⑲ 小浜病院前

⑳ 小浜駅

新タクシー活用実証事業タクシー活用実証事業
　75 歳以上の市民 250 人を対象に、居住地　75 歳以上の市民 250 人を対象に、居住地
エリアと市街地エリアの移動にかかるタクエリアと市街地エリアの移動にかかるタク
シー利用料金を助成する実証実験を行うシー利用料金を助成する実証実験を行う
※利用には事前に申し込み・登録が必要※利用には事前に申し込み・登録が必要
【予算】797 万 7,000 円【予算】797 万 7,000 円
【担当】新幹線・交通政策課☎ 64・6067【担当】新幹線・交通政策課☎ 64・6067

工事箇所

工事箇所

多田寺多田寺妙楽寺妙楽寺
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「広報おばま」に関する意見を募集します
■問い合わせ　市長公室☎ 64・6001

　令和 7年度に発行した広報おばまに関するアンケートを実施します。市民の皆さんにとって魅力的でわかりやすい広報
紙にするため、協力をお願いします。

広報おばま令和 7年度版はこちら▶

11月 25日～ 12月 1日は「犯罪被害者週間」
■問い合わせ　防災防犯課☎ 64・6007

　犯罪被害に遭った人やその家族、遺族は、命を奪われる、けがを負うなどの直接的な被害だけでなく、長期にわたりさまざま
な困難を抱えます。犯罪被害者などが平穏な生活を送れるよう、置かれている状況や名誉への配慮をしましょう。

▶犯罪被害者などを取り巻く環境
□捜査や裁判の負担
□日常生活の不安
□再被害の恐れ
□被害からの回復
□二次被害（うわさ話や偏見など）
▶周囲の人へのお願い
相手の心情に寄り添う行動を心がけましょう
□あいさつなど普段通りに接する
□求められたときに話し相手になる　など□求められたときに話し相手になる　など

【犯罪被害者等支援講演会】
▶とき
11 月 14 日㊎ 13 時 30 分～ 15時

▶ところ
働く婦人の家（大手町）

▶内容
　【演題】性暴力被害者の実情と支援
　【講師】性暴力救済センター・ふくい（ひなぎく）　
増
ますなが

永佐
さ ち え

智恵相談員
▶申し込み
防災防犯課に電話もしくは
上の二次元コードから

▶アンケート内容
令和7年度の特集や印象に残っている記事に関する質問 など
　【令和 7年度の特集】
□ 5月号「守ろう！地球の自然環境・やってみよう！
ごみ減量」
□ 6月号「今からできる防災対策」
□ 7月号「今年の夏も要注意！熱中症対策」
□ 8月号「人とコウノトリが共に生きる郷

さと

づくり」
□ 9月号「杉本市政の 1年とこれから」
□ 10月号「小浜市公式 LINEアカウント 10月 1日㊌～
運用開始」

アンケートを回答した人の中から抽選で
30人にクオカード1,000円分をプレゼント
※当選の発表は商品の発送をもって代えることとします

▶回答方法
上の二次元コードから
▶回答期限
11 月 24 日㊊㊡

■問い合わせ　【開設記念キャンペーンに関すること】市長公室☎ 64・6149
　【ふくアプリ・はぴコインに関すること】ふくいのデジタル☎ 0776・50・7671
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▶とき　11 月 4日㊋９時～ 12時
▶ところ　市庁舎（大手町）
▶対象　65 歳以上で運転に不安を感
じている人、家族から免許返納を勧め
られている人　など
▶持ち物　有効期限内の運転免許証
　※代理人が申請する場合は、委任状
　　などが必要です。詳しくは小浜警
　　察署に問い合わせてください
▶問い合わせ
【運転免許証の自主返納に関すること】
小浜警察署☎ 56・0110小浜警察署☎ 56・0110
　【自主返納後の支援に関すること】【自主返納後の支援に関すること】
　防災防犯課☎ 64・6007　防災防犯課☎ 64・6007

運転免許証自主返納
出張窓口を開設します

▶ところ 健康管理センター（南川町）
▶申込期限　11 月 12 日㊌
【講演会】
▶とき　11 月 19 日㊌
　13時 30分～ 15時
▶定員 50 人程度
▶内容 【テーマ】ひきこもりは誰にでも
起こる【講師】ＫＨＪ（Kazoku・
Hikikomori・Japan）全国ひきこもり
家族会連合会 題

だいぶつ

佛臣
しんいち

一副理事長
▶申し込み　地域福祉課に電話もしくは
　上の二次元コードから
【相談会】
▶とき　11月 19日㊌
　15時 30分～ 16時 30分
▶申し込み　地域福祉課に電話

ひきこもりの理解を
深める講演会・相談会

地域福祉課（あいあい）☎ 64・6011

▶とき　11 月 8日㊏ 10 時～
▶ところ 食文化館（川崎 3丁目）
▶定員　先着 20人
▶持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具
▶内容
　【メニュー】菜めし、大根ステーキ　
など【講師】あばん亭 小

おだに

谷清
きよみ

美代表
▶申し込み　防災防犯課に電話もしくは
上の二次元コードから
▶申込期限　11 月 5日㊌

消費生活講座「食品ロス削減
をめざして！食材を大切に
したお手軽弁当を作ろう」
防災防犯課（市消費生活相談室）☎ 64・6007

▶とき　11 月 22 日㊏
　13時 30分～ 15時 30分
▶ところ ハーツわかさ（遠敷9丁目）
▶内容 「冬の健康」をテーマに参加者
　同士で交流
▶申し込み　前日までに問い合わせ先に
電話

認知症の人と家族の会
小浜のつどい
森さん☎ 080・6350・8605

坂田さん☎ 090・4322・9156

　健康づくり協定を締結した株式会社
カーブスジャパンと市で、機器などを
使った健康チェックを実施します。
▶とき　11月22日㊏9時30分～12時
▶ところ 市総合卸売市場（川崎2丁目）
▶問い合わせ
　【市場ｄｅマルシェに関すること】
農林水産課☎ 64・6023
　【健康チェックに関すること】
健康応援課☎ 64・6093

市場ｄｅマルシェで健康チェック！

▶とき　11 月 14 日㊎・15日㊏・30日㊐
　※ 14日㊎はがん検診のみ申し込み
　　が可能
▶ところ　健康管理センター（南川町）
▶内容　特定・基本健診、がん検診（肺・
　胃・大腸・乳・子宮頸）、骨検診
▶申し込み　健診日の 10日前までに
　健康応援課（いきいき）に電話
※特定健診は、加入している健康保険者
　から発行される受診券が必要

小浜いきいき健診
健康応援課（いきいき）☎ 64・6093

▶とき　11 月 3日㊊㊗ 10 時～
▶ところ　文化会館（大手町）
▶内容　市に功労のあった人や団体へ
　の表彰
※受賞者以外の人の入場も可能です※受賞者以外の人の入場も可能です

令和 7年度市表彰式
総務課☎ 64・6002

▶とき／ところ　
　① 11月 10日㊊～ 17日㊊／
　　道の駅（和久里）・まちの駅（白鬚）
　② 11月 17日㊊～ 24日㊊㊡／
　　若狭歴史博物館（遠敷 2丁目）
　③ 11月 18日㊋～ 24日㊊㊡／
　　若狭図書学習センター（南川町）
　④11月24日㊊㊡～12月1日㊊／
　　山川登美子記念館（千種 1丁目）
　⑤ 11月 25日㊋～ 12月 1日㊊／
　　市庁舎（大手町）
▶内容　最優秀賞、優秀賞、福井新聞
　社賞、入選に入賞した 10首の展示

市文化祭短歌大会学生の部
入賞作品の巡回展示

市歌人協会松崎さん☎ 090・2372・0961

　テレビゲームを使った競技を体験で
きます。
▶とき　12 月 6日㊏
　① 9時～ 12時、② 13時～ 16時
▶ところ 健康管理センター（南川町）
▶定員　各回先着 32人
▶申し込み　上の二次元コードから

ｅスポーツ体験会

リリ・オリナス☎ 64・6150

（公社）若狭シルバー人材センター
小浜市遠敷 84-3-4 サン・サンホーム小浜内

☎(0770)56-5115 ・FAX(0770)56-5088

人のため、まちのために働き隊 !
        60歳以上、

元気はつらつマン募集中 !

シルバー人材センター
会員募集

      

福井県シルバー人材センター連合
高齢者活躍人材確保育成事業

----------- 有料広告。広告に関する問い合わせは広告主まで -----------

くらしの情報
「お知らせ」「イベント」「募集」など
暮らしに役立つ情報を掲載します

小浜城を完成させた酒
さかい

井忠
ただかつ

勝公を
祭る小浜神社の創建 150 年を記念し
たデザインの御城印です。
▶販売価格　500 円／枚
▶販売枚数　500 枚
　※なくなり次第終了
▶販売場所　山川登美子記念館（千種
　1丁目）
※売り上げの一部は市文化財の保存・
　活用に寄付

小浜城の御城印を
特別デザインで販売しています
市の歴史と文化を守る市民の会☎ 64・6034

▶開催日
　① 12 月 7 日㊐、② 12 月 21 日㊐、
　③ 12 月 27 日㊏、④ 1月 18 日㊐、
⑤ 2月 1日㊐、⑥ 2月 7日㊏、⑦ 2月
14日㊏の全 7回

▶時間　13 時 30 分～ 15時
▶ところ まちの駅旭座（白鬚）
　※オンラインで受講
▶対象　高校生以上で県内に在住の人
▶定員　先着 12人
▶内容 オンラインでの講座の受講や
　グループワーク　など【講師】公立
　小松大学 星

ほし

摩
ま み

美准教授
▶申し込み　文化観光課に電話、メール
（rekishi@city.obama.ig.jp）もしくは
　上の二次元コードから
▶申込期限　11 月 21 日㊎

日本語ボランティア
養成講座

文化観光課☎ 64・6020

▶とき　12 月 14 日㊐ 14 時 30 分～
　※開場は 14時～
▶ところ 文化会館（大手町）
▶料金 【一般】前売り券 3,000 円、当日
　券 3,500 円【学生】前売り・当日券
　ともに 1,000 円
※チケットは文化会館（大手町）で販売中
▶出演者 セントラル愛知交響楽団
古
こたに

谷誠
せいいち

一さん（正指揮者）、河
かわい

合雪
ゆきこ

子
　さん（フルート）、ソリスト 4人

第 32回 若狭小浜第九演奏会
文化会館☎ 53・9700

【変更前】 0770・52・7002
【変更後】 0770・64・5945

働く婦人の家の
ＦＡＸ番号が変わりました

商工振興課☎ 53・9705

▶とき　11 月 30 日㊐ 14 時～
▶ところ 文化会館（大手町）
▶内容 懐かしい歌謡曲やフォークソング
のコンサート

▶料金 前売り券 1,000 円
　　　　当日券 1,500 円
　※入場は小学生以上
　※チケットは文化会館（大手町）、まち
　　の駅（白鬚）、創楽堂（大手町）での駅（白鬚）、創楽堂（大手町）で
　　販売中販売中

北海道歌旅座ザ・コンサート
文化会館☎ 53・9700

▶対象 令和７年3月31日時点で30歳
未満で、市が定める要件を満たす人

▶申請期限 12 月１日㊊
※対象者や要件、助成額など、詳しく
　は市ＨＰや、広報おばま７月号６Ｐ
　を参照するか、移住定住交流課に問
　い合わせてください

市に定住して就職する人の
奨学金返還を助成します

移住定住交流課☎ 64・6073

▶とき　11 月 2日㊐ 10 時～ 14時
▶ところ 旧国富小学校（次吉）
▶内容 市でのコウノトリの巣立ちや
飛来状況をまとめたパネル展示、国富

　地区で生産した米などの販売、海洋
　ごみを使ったクラフト体験　など

コウノトリマルシェ

環境衛生課☎ 64・6016
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▶とき　11 月 22 日㊏
【第 1部】10時～ 11時 30分
【第 2部】13時 30分～ 16時
▶ところ　働く婦人の家（大手町）
▶内容　
①鎌倉・室町・江戸時代の初期若狭国
　②小浜市の偉人伝
　③小浜市の物語
▶主催　若狭小浜歴史研究会

 小浜市民の歴史講演会
若狭小浜歴史研究会福本さん☎ 64・5160

すべての事業主は、労働保険（労災・
雇用）に加入する必要があります。ま
だ、労働保険に加入していない事業主
は、速やかに手続きしてください。
　なお、事業主に代わって労働保険の
加入事務処理手続きなどを行う「労働
保険事務組合」への事務委託制度もあ
ります。
※詳しくは小浜公共職業安定所に問い
　合わせてください

11 月は労働保険未手続事業
一掃強化週間
小浜公共職業安定所☎ 52・1260

◀Ｓマーク

標準営業約款制度は、消費者を守る
ため、消費者の店舗選択の利便性確保
や、公衆衛生の向上を目的に創設され
た制度です。
　厚生労働大臣認可の約款に従い営業
することを登録した店には「Ｓマーク」
が掲げられており、安全・安心・清潔
を約束する、信頼できる店を表します。

標準営業約款制度の店を
利用しましょう

（公財）福井県生活衛生営業指導センター

☎ 0776・25・2064

租税の意義や役割、税務行政に対す
る知識と理解を深める機会にするため、
「これからの社会に向かって」をテーマ
にさまざまな行事が開催されます。
【税金展】
▶とき 11 月 1日㊏～ 6日㊍
▶ところ 若狭図書学習センター（南川町）
▶内容 税をテーマに、中高生が書いた
作文や小学生が描いた絵はがき、書道
作品、パネルなどを展示

【無料税務相談会】
▶とき 11 月 5日㊌ 10 時～ 16時
▶▶ところところ　若狭図書学習センター（南川町）若狭図書学習センター（南川町）

11月11日～17日は税を考える週間
小浜地区税務協議会☎ 52・6506

建設業退職金共済（建退共）制度は、
中小企業退職金共済法に基づいて国が
作った退職金制度です。
　建設現場で労働者が働いた日数に応
じて、事業者が掛け金を充当し、労働
者が建設業界で働くことを辞めたとき
に建退共から退職金を支払います。に建退共から退職金を支払います。

建退共制度を活用しましょう
（独）勤労者退職金共済機構☎ 03・6731・2866

10 月 8 日に県の最低賃金が改正さ
れました。県内すべての労働者とその
使用者に適用されます。
▶改正前 984 円／時間
▶改正後 1,053 円／時間

県の最低賃金が改正されました
福井労働局労働基準部賃金室

☎ 0776・22・2691

「国の教育ローン」は、高校、短大、
大学、専修学校、外国の学校などに入
学・在学する子を持つ家庭を対象とし
た公的な融資制度です。
▶融資額　350 万円以内／子 1人
▶金利 3.15％／年
　※母子家庭などは 2.75％／年（令和
　　7年 9月 1日現在）
▶返済期間 20 年以内
※詳しくは上の二次元コードから

「国の教育ローン」を
活用しましょう

教育ローンコールセンター☎ 0570・00・8656

もしくは☎ 03・5321・8656

大雪など災害時には、ガソリンや灯
油などの燃料が入手困難になる可能性
があります。日頃から「燃料は満タンに
しておく」、「暖房用の灯油は１缶余分
に備えておく」ことを心掛けましょう。

満タン＆
灯油プラス１缶運動

県石油商業組合☎ 0776・34・3151

福井県介護者支援
介護の日記念講演会

県長寿福祉課☎ 0776・20・0330

▶とき　11 月 29 日㊏ 14 時～ 16時
▶ところ サンドーム福井（越前市）
▶定員　先着 100 人
▶内容　【テーマ】介護で人生をあきらめ
ない～介護との向き合い方～【講師】
ＮＰＯ法人介護者サポートネットワーク
センター・アラジン 森

もりかわ

川恵
けいこ

子事務局長
▶申し込み　次のいずれか
①県長寿福祉課に電話

　②ＦＡＸ（0776・20・0713）
　③メール（choju@pref.fukui.lg.jp）
　④上の二次元コードから
　※②③は氏名・連絡先を記入
▶申込期限　11 月 21 日㊎

▶とき　11 月 14日㊎ 18 時 30分～
　20時 30分
▶ところ 働く婦人の家（大手町）
▶テーマ 第 6次小浜市総合計画（市
　のまちづくり全般）
▶対象　市内在住の人
※中学生以下は保護者同伴

▶申し込み　住所、氏名、連絡先を未来創造
課にメール（mirai@city.obama.ig.jp）
もしくはＦＡＸ（53・0742）
※件名に「対話集会申し込み」と記入
▶申込期限　11 月 10 日㊊

市長との対話集会（総合計画）
の参加者を募集します

未来創造課☎ 64・6148

▶とき　11 月 8日㊏ 10 時～ 13時
▶ところ 遠敷交流センター（遠敷）
▶内容 フルート演奏と絵本の読み聞かせ
※子どもは無料

子ども食堂
子ども食堂おむすびころりん☎ 090・1633・4959

▶▶とき　とき　10月25日10月25日㊏㊏～11月30日～11月30日㊐㊐
▶ところ 市立図書館（白鬚）
【秋だ！家

うちどく

読してみよう】
▶内容 家族や友だちと家読に取り組み
家読カードに感想を記入。スペシャル
グッズを抽選でプレゼント

【読書でガチャガチャぽん！ 2025】
▶内容 本を10冊借りるたび、オリジナル
グッズが当たる「図書館ガチャ」に挑戦

【万能クリッププレゼント】
▶内容 1 回の貸し出しで本を 10 冊
　借りた人にプレゼント
　※対象者は先着 25人

秋の読書週間特別イベント
市立図書館☎ 52・1042

▶とき　11 月 15 日㊏
10 時 30 分～ 12時・14時～ 15時 30分
　※工作にかかる時間は 15分程度
▶ところ 市立図書館（白鬚）
▶内容 しおりとしても使える万能クリ
ップの製作体験
※体験でははさみを使います

万能クリップを作ろう！
市立図書館☎ 52・1042

▶とき　11 月 9日㊐ 14 時～ 16時
▶ところ 市立図書館（白鬚）
▶対象 小学生以上
▶定員 先着 10人
▶内容 豆本ブローチの製作体験
▶申し込み　市立図書館5階カウンター
で手続きもしくは同館に電話

▶▶申込期限　申込期限　11 月 8日11月 8日㊏㊏

豆本ブローチを作ろう！
市立図書館☎ 52・1042

▶ところ 小浜コミュニティセンター
　（日吉）
▶持ち物　筆記用具、昼食、内履き
▶申し込み　地域福祉課に電話
▶申込期限　11 月 14 日㊎
【基礎講習会】
▶とき　11 月 22 日㊏ 9 時～ 14時
▶対象 15 歳以上の人
▶受講料 1,500 円
【救急員養成講習会】
▶とき　①11月22日㊏14時～17時
　　　　② 11月 29 日㊏ 9 時～ 17時
　　　　③ 11月 30 日㊐ 9 時～ 17時
　※①～③すべての受講が必要
▶対象 救急法基礎講習修了者
　※有効期限内の認定書が必要
▶受講料 2,100 円

赤十字救急法基礎講習会・
救急員養成講習会
地域福祉課（あいあい）☎ 64・6011

▶とき　11 月 15 日㊏
　14時～ 15時 30分
▶ところ　若狭図書学習センター（南川町）
▶定員　先着 30人程度
▶申し込み　問い合わせ先に電話もしくは
上の二次元コードから
▶内容　【テーマ】東大寺の大仏造立・
お水取りと若狭小浜の辰

しんしゃ

砂（水銀）との
　関わり【講師】奈良教育大学 渡

わたなべ

邉
伸
しんいち

一教授

福井ライフ・アカデミー
講座「歴史」
若狭図書学習センター☎ 52・2705
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　　　育て応援情報育て応援情報
（記載がなければ参加費無料。※印は要予約）

子子
催し 内容 対象 とき ところ・問い合わせ

おはなし会と
作ってあそぼ！

【おはなし】ゆうたはともだち、
バムとケロのおかいもの
【こうさく】おりがみで犬をおろう

幼児～小学生と
その保護者

8 日㊏
11 時～ 市立図書館（白鬚）

問市立図書館
☎ 52・1042おばま児童文学会

「風夢」のおはなし会
手あそびうた、絵本などの読み聞かせ
【テーマ】あきがいっぱいのおはなし

未就学児とその
保護者

22 日㊏
11 時～

お買い物ごっこ※
みんなでお買い物
ごっこを楽しもう 参加費100円

＋
保険料

2歳以上の未入園児
とその保護者

12 日㊌
10時～11時

健康管理センター（南川町）
問子育て支援センター
☎ 64・6134

※開催1週間前の月曜日
から受け付け

※子育て講演会のみ開催
2週間前の火曜日から
受け付け

子育て講演会※
【テーマ】言葉の発達
について

未入園児の保護者
19 日㊌
10時～11時

誕生会※
11月生まれの友だち
みんなで祝いましょう

11月生まれの
未入園児とその
保護者

26 日㊌
10時～11時

あそびの広場
保育園の流れに沿った集団あそび
【持ち物】母子手帳、飲み物・おむつ
などのお出かけグッズ

1歳5カ月以降
の子とその保護者

7 日㊎
9時30分～11時
※受け付けは
9時45分まで

健康管理センター（南川町）
問健康応援課（いきいき）
☎ 64・6129

スクスク元気っ子
教室

離乳食の試食や栄養士による相談の
ほか、身体計測、保健師による発育・
発達・育児に関する相談
【持ち物】母子手帳、飲み物・おむつ
などのお出かけグッズ

未就学児とその
保護者

12 日㊌
9 時 30 分～
11時 30 分
※受け付けは
　10時まで

授乳育児相談 授乳全般の相談、体重・ほ乳量の測定
授乳中の保護者
とその乳児

12 日㊌・26日㊌
10時～12時
※受け付けは
11時30分まで

ママヨガ
子育て中のお母さんの心と体のメンテ
ナンスヨガ。参加費 500 円

子育て中の母親
13 日㊍・27日㊍
10時30分～
11時 30 分

雲浜コミュニティセンター
（城内 2丁目）
問ヨガピクニックＭＡＭＡサークル
左の二次元コードから

プレパパ＆
プレママ講座※

育児編「赤ちゃん人形を使って練習
（抱っこの仕方、おむつの替え方、
沐
もくよく

浴）」「赤ちゃんの過ごしやすい環
境」「ママの出産・産後の体と心の
変化について」「パパの妊婦体験」「離
乳食初期の作り方見学と試食」
【持ち物】母子手帳、飲み物・おむつ
などのお出かけグッズ

妊婦と
そのパートナー

22 日㊏
10時～13時

働く婦人の家（大手町）
問わかさ助産師会「うぶごえ」
☎ 090・2128・6299

※左の二次元コードから
受け付け

年間500円
1日　50円
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が
う
ま
く
で
き
な
い
、
運
転
の
ミ
ス
が
目
立

つ
、
話
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
、
怒
り
っ

ぽ
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
で
き
て
い
た
こ

と
が
難
し
く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

認
知
症
が
進
行
す
る
と
日
常
生
活
に
影

響
が
及
ぶ
た
め
、早
め
の
相
談
が
大
切
で
す
。

診
断
が
早
け
れ
ば
、
生
活
の
工
夫
や
薬
の
治

療
で
進
行
を
遅
ら
せ
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の

負
担
を
減
ら
せ
ま
す
。
相
談
先
と
し
て
は
、

か
か
り
つ
け
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
医
療
と
介

護
が
連
携
す
る
こ
と
で
診
断
か
ら
治
療
、
生

活
支
援
ま
で
一
貫
し
た
支
援
が
可
能
で
す
。

　

近
年
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の

原
因
物
質
の
１
つ
と
さ
れ
る
「
ア
ミ
ロ
イ
ド

βベ
ー
タ」
を
標
的
と
し
た
、
新
し
い
抗
体
薬
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
治
療

に
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐペ

ッ

ト
Ｅ
Ｔ
な
ど
の
専
門
検
査

が
必
要
で
、
当
院
で
対
応
が
可
能
で
す
。
検

査
や
治
療
に
は
ご
家
族
の
協
力
が
大
切
な
の

で
、
ご
家
族
と
一
緒
に
受
診
く
だ
さ
い
。
気

に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
の

先
生
を
通
じ
て
当
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

脳
神
経
内
科

佐さ

さ

き
々
木
宏ひ

ろ
ひ
と仁

医
師

活かす

稼ぐ

育む

小
浜
市
教
育
長

小こ
さ
か坂

康や
す
ゆ
き之

「
潤
う
小
浜
」
の
実
現
へ

「
潤
う
小
浜
」
の
実
現
へ

かか活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活かかかか活活活活活活活活活

ぐぐぐぐぐぐ稼稼稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
中
学
校
編

「
ふ
る
さ
と
学
習
」
中
学
校
編

　

中
学
校
の
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
で
は
、

小
学
校
で
培
っ
た
地
域
へ
の
想
い
や
学

び
を
土
台
に
、「
探
究
学
習
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
「
探
究
学
習
」
で
は
、
自
ら
の
探
究

の
原
動
力
と
な
る
「
自
分
の
好
き
」
を

明
確
に
し
、
地
域
の
人
と
連
携
し
な
が

ら
、
自
身
と
地
域
の
課
題
や
専
門
分
野

を
結
び
付
け
る
「
課
題
設
定
」
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
学

習
を
通
し
、
積
極
的
に
社
会
に
関
わ
る

こ
と
で
、
問
題
解
決
力
を
は
じ
め
、
人

生
を
切
り
拓ひ

ら

く
力
を
養
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
異
な
る
人
生
が
あ

る
よ
う
に
、
教
員
は
、
丁
寧
に
一
人
ひ

と
り
の
生
徒
と
対
話
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　

本
市
の
探
究
学
習
は
全
国
的
に
も
優

れ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
１
〜
３
年
生

が
縦
割
り
の
班
で
活
動
し
、
年
齢
が
異

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

ぐぐぐぐぐぐぐぐぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼ぐ稼

活かす活かす

稼ぐ稼ぐ

むむむむむむむむ育む育

小
浜
市
教
育
長

小こ
さ
か坂

康や
す
ゆ
き之

「
潤
う
小
浜
」
の
実
現
へ

「
潤
う
小
浜
」
の
実
現
へ

循環システム循環システム循環システ循環システ

▲小浜中学校▲小浜中学校
　「牛乳を使って骨を強くしよう！」「牛乳を使って骨を強くしよう！」
　給食でのメニュー化を検討給食でのメニュー化を検討

な
る
メ
ン
バ
ー
の
中
で
学
び
合
う
点
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
の
探
究
を
支
援
す

る
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
効
果
的
に
用
い
て
い
る
点
、
そ
し
て

普
段
の
授
業
に
探
究
の
要
素
を
取
り
込

ん
で
い
る
点
で
す
。
先
生
と
子
ど
も
た

ち
の
新
た
な
挑
戦
を
見
る
た
び
に
、
小

浜
の
将
来
は
明
る
い
と
実
感
し
ま
す
。

▼▼小浜第二中学校小浜第二中学校
　「小浜のカレーどら焼きをつくる」「小浜のカレーどら焼きをつくる」
　愛された味を守るため商品化を検討愛された味を守るため商品化を検討
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危機意識を喚起 初期消火技術大会
若狭消防組合管内の事業所から 38チーム 76人が
出場し初期消火技術を披露（川崎3丁目・9月25日）

御食国若狭おばまＹ
よ さ こ い

ＯＳＡＫＯＩ祭
まつり

28チーム約530人の参加者が色鮮やかな衣装に身を
包み活気あふれる演舞を披露（食文化館前・9月20日）

車いすバスケットボール体験会
国内トップレベルの選手4人を講師に迎え3年6・7組
の生徒62人が競技の魅力を体感（若狭高校・9月12日）
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東
京
を
拠
点
に
、
華
道
家
・
芸
術
家

　

東
京
を
拠
点
に
、
華
道
家
・
芸
術
家

と
し
て
ホ
テ
ル
や
商
業
施
設
で
の
大
型

と
し
て
ホ
テ
ル
や
商
業
施
設
で
の
大
型

作
品
の
創
作
を
は
じ
め
、
数
々
の
作
品

作
品
の
創
作
を
は
じ
め
、
数
々
の
作
品

を
手
掛
け
て
き
た
前
野
さ
ん
。「
こ
れ

を
手
掛
け
て
き
た
前
野
さ
ん
。「
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
生
ま
れ
育
っ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
生
ま
れ
育
っ

た
地
元
小
浜
で
新
た
な
挑
戦
が
し
た
い

た
地
元
小
浜
で
新
た
な
挑
戦
が
し
た
い

と
思
っ
た
」
と
、
空
き
家
だ
っ
た
実
家

と
思
っ
た
」
と
、
空
き
家
だ
っ
た
実
家

を
改
修
し
、「
花
と
食
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

を
改
修
し
、「
花
と
食
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
令
和
６
年

シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
令
和
６
年
８８

月
に
花
屋
を
併
設
し
た
カ
フ
ェ
と
し
て

月
に
花
屋
を
併
設
し
た
カ
フ
ェ
と
し
て

同
店
を
開
業
し
ま
し
た
。

同
店
を
開
業
し
ま
し
た
。

　

店
内
の
花
の
演
出
や
料
理
の
盛
り
付

　

店
内
の
花
の
演
出
や
料
理
の
盛
り
付

け
な
ど
、
美
へ
の
こ
だ
わ
り
が
光
る
同

け
な
ど
、
美
へ
の
こ
だ
わ
り
が
光
る
同

店
。
花
の
販
売
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

店
。
花
の
販
売
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
の
ほ
か
、
カ
フ
ェ
で
の
接
客
も

メ
ン
ト
の
ほ
か
、
カ
フ
ェ
で
の
接
客
も

行
う
前
野
さ
ん
は
、「
接
客
を
通
し
、

行
う
前
野
さ
ん
は
、「
接
客
を
通
し
、

お
客
様
に
寄
り
添
う
中
で
、『
花
と
食

お
客
様
に
寄
り
添
う
中
で
、『
花
と
食

で
心
身
を
癒
や
す
』
と
い
う
こ
の
店
が

で
心
身
を
癒
や
す
』
と
い
う
こ
の
店
が

地
域
で
果
た
す
役
割
を
強
く
実
感
し
た

地
域
で
果
た
す
役
割
を
強
く
実
感
し
た

１
年
だ
っ
た
」
と
、
振
り
返
り
ま
す
。

１
年
だ
っ
た
」
と
、
振
り
返
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
老
若
男
女
誰
も
が
来
ら
れ

　

ま
た
、「
老
若
男
女
誰
も
が
来
ら
れ

る
よ
う
に
敷
居
は
低
く
、
花
と
食
を
通

る
よ
う
に
敷
居
は
低
く
、
花
と
食
を
通

し
て
、
出
会
い
や
幸
せ
な
ど
『

し
て
、
出
会
い
や
幸
せ
な
ど
『
美美み
ご
と

み
ご
と事事
』』

を
贈
る
店
で
あ
り
た
い
」
と
、
今
後
の

を
贈
る
店
で
あ
り
た
い
」
と
、
今
後
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

敷
居
は
低
く
、
花
と
食
を

敷
居
は
低
く
、
花
と
食
を

通
し
て
「

通
し
て
「
美美み

ご
と

み
ご
と事事

」
を
贈
る

」
を
贈
る

小浜で歩む小浜で歩む小浜で歩む
～事業・制度の活用事例～～事業・制度の活用事例～～事業・制度の活用事例～

Ｆフ

ラ

ワ

ー

ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｓス

タ

ジ

オ

ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
＆ア
ン
ド

Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
甚じ
ん

（
加
茂
）

前ま
え
の野

博ひ
ろ
き紀

さん
（
55
歳
）

おばまで「稼ぐ」創業応援事業補助金※

【対象】市内で個人開業または法人設立する人など
【対象経費】改装、設備導入、広告宣伝費など
【補助上限額】最大 130 万円
【問い合わせ】小浜商工会議所中小企業相談所☎ 52-1040

※令和 7年 4月～開始（旧名称：おばま創業促進事業補助金）

感謝を込めて「老人の日」記念行事
88歳または100歳を迎える人のもとを杉本市長
や市職員が訪問し長寿を祝う（市内・9月 11日）

笑い満ちる ちりとてちん杯全国女性落語大会
参加者 94人のうち決勝大会に進んだ 6人が各々の
演目で会場を盛り上げる（まちの駅旭座・9月28日）

若狭彦神社 正
せい

遷
せ ん ざ

座祭
さい

約 60年ぶりの葺
ふ

き替
か

え工事が完了し、遠敷地区
民が太鼓や神楽、稚

ち ご

児舞
まい

を奉納（竜前・10月4日）

ＯＢＡＭＡ日和ＯＢＡＭＡ日和ＯＢＡＭＡ日和
　

日
本
文
化
に
興
味
を
持
ち
、
ア
メ

日
本
文
化
に
興
味
を
持
ち
、
ア
メ

リ
カ
の
大
学
で
は
専
攻
と
す
る
経
済
の

リ
カ
の
大
学
で
は
専
攻
と
す
る
経
済
の

ほ
か
に
日
本
語
を
学
ん
だ
ベ
ン
ジ
ー
さ

ほ
か
に
日
本
語
を
学
ん
だ
ベ
ン
ジ
ー
さ

ん
。
テ
キ
サ
ス
州
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て

ん
。
テ
キ
サ
ス
州
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て

小
浜
に
来
て
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま

小
浜
に
来
て
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま

す
。
若
狭
高
校
（
千
種
１
丁
目
）
で
英

す
。
若
狭
高
校
（
千
種
１
丁
目
）
で
英

語
学
習
の
補
助
を
し
な
が
ら
、
日
々
日

語
学
習
の
補
助
を
し
な
が
ら
、
日
々
日

本
語
を
勉
強
中
で
す
。

本
語
を
勉
強
中
で
す
。

　
「
教
育
の
現
場
で
生
徒
と
共
に
過

　
「
教
育
の
現
場
で
生
徒
と
共
に
過

ご
し
、
英
語
を
用
い
た
デ
ィ
ベ
ー
ト

ご
し
、
英
語
を
用
い
た
デ
ィ
ベ
ー
ト

や
作
文
に
熱
心
に
取
り
組
む
姿
を
見

や
作
文
に
熱
心
に
取
り
組
む
姿
を
見

る
の
が
や
り
が
い
。
日
本
語
が
う
ま

る
の
が
や
り
が
い
。
日
本
語
が
う
ま

く
話
せ
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
生
徒

く
話
せ
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
生
徒

か
ら
あ
い
さ
つ
な
ど
積
極
的
に
声
を

か
ら
あ
い
さ
つ
な
ど
積
極
的
に
声
を

か
け
て
く
れ
る
」
と
、
笑
顔
で
話
す

か
け
て
く
れ
る
」
と
、
笑
顔
で
話
す

ベ
ン
ジ
ー
さ
ん
。

ベ
ン
ジ
ー
さ
ん
。

　

今
年
行
わ
れ
た
小
浜

　

今
年
行
わ
れ
た
小
浜
放放ほ

う
ぜ

ほ
う
ぜ生生

祭祭ま
つ
り

ま
つ
り

でで

は
、
酒
井
区
の

は
、
酒
井
区
の
演演だだ

し
物
に
初
め
て
挑

し
物
に
初
め
て
挑

戦
。「
観
光
関
連
の
動
画
制
作
を
手

戦
。「
観
光
関
連
の
動
画
制
作
を
手

伝
っ
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
声

伝
っ
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
声

を
掛
け
て
も
ら
い
、
参
加
し
た
。
仕

を
掛
け
て
も
ら
い
、
参
加
し
た
。
仕

事
の
後
に
小
太
鼓
の
稽
古
を
す
る
の

事
の
後
に
小
太
鼓
の
稽
古
を
す
る
の

は
大
変
だ
っ
た
が
、
区
民
の
皆
さ
ん

は
大
変
だ
っ
た
が
、
区
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
練
習
し
た
り
、
交
流
し
た

と
一
緒
に
練
習
し
た
り
、
交
流
し
た

り
す
る
時
間
は
と
て
も
充
実
し
て
い

り
す
る
時
間
は
と
て
も
充
実
し
て
い

た
」
と
、
振
り
返
り
、「
ま
だ
将
来

た
」
と
、
振
り
返
り
、「
ま
だ
将
来

の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
今
後
も

の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
今
後
も

酒
井
区
の
人
た
ち
と

酒
井
区
の
人
た
ち
と
演演だだ

し
物
に
参
加

し
物
に
参
加

で
き
た
ら
う
れ
し
い
」
と
、
今
後
の

で
き
た
ら
う
れ
し
い
」
と
、
今
後
の

思
い
を
語
り
ま
し
た
。

思
い
を
語
り
ま
し
た
。B

ベンジー

enji S
スウェイジー

wayze
日本の歴史と文化に
たくさん触れる

若狭高校ＡＬＴ（外国語指導助手）

さ
ん（27歳）
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毎月毎月12,000 部12,000 部　発行発行
1枠（縦 5㌢1枠（縦 5㌢　横 5.5㌢）横 5.5㌢）10,000 円10,000 円
1か月単位1か月単位のスポット掲載ものスポット掲載も

■問い合わせ　■問い合わせ　市長公室市長公室
☎ 0770・64・6001☎ 0770・64・6001
✉✉ kouhou@city.obama.lg.jpkouhou@city.obama.lg.jp

「
広
報
お
ば
ま
」

「
広
報
お
ば
ま
」

広
告
随
時
募
集
中

広
告
随
時
募
集
中

■ 11月の休館日 ■ 11月の休日当番医　9時～ 17時
2日㊐ 中山クリニック（多田） ☎ 56・5588

3 日㊊㊗ ★吉井医院（塩竃） ☎ 52・0028

9 日㊐ ★田中病院（遠敷） ☎ 56・5353

16 日㊐ ★にしお内科クリニック（南川町）☎ 53・2407

23 日㊐㊗ ★本馬医院（水取一丁目） ☎ 52・2233

24 日㊊㊡ ★木村医院（四谷町） ☎ 53・1260

30 日㊐ いちせクリニック（南川町）☎ 53・2415

★：小児患者は公立小浜病院（大手町）が 8時 30分～
12時 30分に対応

市立図書館
3 日㊊㊗、4日㊋、11日㊋、
16日㊐、18日㊋、23 日㊐㊗、

25日㊋、26 日㊌

温水プール
4 日㊋、10日㊊、17 日㊊、

25 日㊋

若狭図書学習
センター

4 日㊋、10日㊊、17 日㊊、
25日㊋、27日㊍（2階のみ）

高齢者いきいき情報

【 今月の表紙 】

380 年以上の歴史を持つ八幡神社（男山）の例
大祭。同地区の氏子 24 区のうち、12 区の出番
区が地区内の巡行や共演で演

だ

し物を披露しました

秋のにぎわい 小浜放
ほうぜ

生祭
まつり

（小浜地区・9月 13日）

『カフェ・ぽ～れ』
時
所
内
金
問

21日㊎ 10 時～ 11時 30 分
小浜コミュニティセンター（日吉）
ジャンボサイコロで双

すごろく

六ゲームを楽しもう
100 円
坂
さかがみ
上和

かず よ
代さん☎ 090・5686・4147

『おひさまカフェ』
時
所
内
金
問

18日㊋ 10 時～ 11時 30 分
ふるさと茶屋「清右ヱ門」（遠敷）
「大人の快眠ライフ」睡眠に関するお話
100 円（飲み物代）
宇
う の
野さん☎ 090・1633・4959

■ 11月の各種相談
相談名 内容 とき ところ・問い合わせ

弁護士法律相談※
法律問題全般の相談
※ 1週間前の 9時から予約可

4 日㊋
13 時 30 分～ 15時

働く婦人の家（大手町）
問福井弁護士会☎ 0776・23・5255

高齢者向け法律相談※
遺産相続や土地・金銭問題などの
相談

20 日㊍
13 時～ 16時

県社会福祉協議会嶺南支所（白鬚）
問県社会福祉協議会嶺南支所☎52・7833

弁護士法律相談※ 消費生活に関する相談 13 日㊍ 14 時～ 16時 県嶺南消費生活センター（白鬚）
問県嶺南消費生活センター☎ 52・7830司法書士法律相談※ 消費生活に関する相談 27 日㊍ 14 時～ 16時

小浜市社会福祉協議会
ワカサリーガルパートナーズ
なんでも相談会※

弁護士、司法書士、社労士、行政
書士、税理士が連携して対応する
相談会

30 日㊐
13 時～ 16時

サン・サンホーム小浜（遠敷）
問田中事務所☎ 0770・56・5533

梅毒、性器クラミジア、
エイズ、肝炎の検査・相談※

問診や血液・尿検査
※尿検査は性器クラミジアのみ

17 日㊊
9 時～ 11時

若狭健康福祉センター（四谷町）
問若狭健康福祉センター☎ 52・1301
※検査は右の二次元コード
から申し込み精神保健相談※

心の病気やアルコール問題、認知症
に関することなどの相談

4 日㊋、18日㊋
10 時～ 11時 30 分

心配ごと相談 介護など生活での困りごとの相談 12 日㊌ 13 時～ 16時 サン・サンホーム小浜（遠敷）
問市社会福祉協議会☎ 56・5802

こころの相談 心の悩みに関する相談

毎週㊌ 10 時～ 16時

毎週㊎ 12 時～ 17時
つみきハウス（後瀬町）
問つみきハウス☎ 53・1190

臨床心理士こころの相談※
気分の落ち込みや不眠など、心・
体の状態などに関する相談
※開催の 1週間前までに要予約

11 日㊋
13時30分～15時30分

市庁舎（大手町）
問地域福祉課（あいあい）障がい者支援室
☎ 64・6012

特設人権相談 悩み・心配ごとの相談
18 日㊋
13 時～ 15時

働く婦人の家（大手町）
問福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

女性向け出張就業相談
仕事に関する不安解消やキャリア
アップなどの相談

5 日㊌
10時30分～15時30分

働く婦人の家（大手町）
問ふくい女性活躍支援センター
☎ 0776・41・4244

出張年金相談※ 年金に関する相談
13 日㊍、27日㊍
10 時～ 12時、13時～ 15時

文化会館（大手町）
問敦賀年金事務所☎ 0770・23・9905

「福祉のお仕事」移動相談 福祉の仕事の就職に関する相談
19 日㊌
13時30分～15時30分

ハローワーク小浜（後瀬町）
問県社会福祉協議会嶺南支所☎52・7833

就職や仕事の相談※
キャリアアドバイザーによる就職や
仕事に関する悩み・不安などの相談

毎週㊌・㊎ 9 時～ 17時
※12月29日～1月3日、
祝日を除く

働く婦人の家（大手町）
問ミニジョブステーション小浜
☎ 52・3542

行政相談※
行政に関する手続き・苦情などの
相談

18 日㊋
13時30分～14時30分

市庁舎（大手町）
問市長公室☎ 64・6001

家計のお悩み無料相談会※
司法書士による借金やローン、
多重債務などお金に関する相談

26 日㊌
14 時～ 16時

市庁舎（大手町）
問市消費生活相談室☎ 53・1140

（※印は要予約）

▲今宮区の山
や ま

車
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●広報として取材でイベン
トや地域の伝統行事などさ
まざまな場所へ▶写真を撮
影する中でカメラに写る人
の楽しそうな表情につられ
ファインダーを覗く自分も
無意識に口角が上がってい
ることがたびたび▶表情か
ら感情が伝播することを身
に染みて実感▶一層自分の
表情に気を配ることを意識
するようになりました（吉）

編集後記

● 10 月 13 日に閉幕した
大阪・関西万博▶家族と会
場内にあるパビリオンのほ
か、ステージでの企画や自
治体のブースなどで他県を
ＰＲするイベントにも足を
運びました▶帰ってからは
今まで関心の少なかった自
治体について調べる機会が
増加▶外国だけでなく日本
各地の魅力を新たに知る貴
重な経験になりました（辻）

小浜市防災メール
災害や避難の情報をお
知らせします。登録は、
右の二次元コードから
（https://mail.cous.jp/
bousaiobama/）

小浜市では、インターネットで情報発信中

F
フェ イ ス ブ ッ ク

acebookX

市内の出来事やお知らせなど

I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram

ＨＰ

事業や
お知らせなど 市内の出来事などを発信

広報担当者の取材内容など
を掲載。フォローをお願い
します

人の動き（10月１日）

【世帯数】12,208 世帯

【人　口】27,274 人（前月比 -22 人）【男性】

【女性】13,822 人

13,452 人

かがやきの１枚

走れ！若狭 新幹線フェンスアートプロジェクト 完成発表会
（日吉・9月 15日）

主催の（一社）若狭青年会議所や制作した若狭高校美術部
など約70人が出席。色とりどりの手形で作品を仕上げる


	1.11月表紙1P
	2.11月特集「若狭の冬の味覚 若狭ふぐ」2P～5P
	3.11月小浜市9月補正予算主な事業を紹介します6P・7P
	4.11月小浜市公式LINE開設記念キャンペーン、11月25日～12月1日は「犯罪被害者週間」、「広報おばま」に関する意見を募集します8P～9P
	5.11月くらしの情報（お知らせ・募集・イベント）10P～13P
	6.11月子育て応援情報・健康生活のとびら・「潤う小浜」の実現へ14P・15P
	7.11月OBAMA日和・小浜で歩む・フォトニュース16P・17P
	8.11月各種相談・休館日・休日当番医・高齢者いきいき情報・今月の表紙・広告随時募集中18P・19P
	9.11月裏表紙20P



